
議会だより

12月議会
令和3年1月19日

発　行

人口・世帯数

令和2年12月31日現在

題　字　畠中 美季さん（当時波野中1年）

表紙絵　阿部 七望さん（当時内之浦小3年）

はたなか  み  き

あ  べ　ななみ

人　口

世帯数

14,856人

7,850世帯

男性
7,259人

女性
7,597人



新
年
の
抱
負

　「粉
骨
砕
身
」

　今
年
は
議
員
と
し
て
の
ス
パ
ー
ト
を
か
け
、

更
に
皆
様
の
お
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

進

　藤

　鈴

　子

　皆
様
と
の
対
話
を
大
事
に
し
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

田

　中

　義

　家

　誰
も
が
希
望
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
肝
付
町
で

あ
る
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
邁
進
す
る
。

有

　留

　智

　哉

　コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
い
、  

う 

宙
に
近
い
町

で
、
し 

あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

前

　田

　美

　春

　こ
ん
な
時
代
こ
そ

　創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
あ
た
ら
し
い
こ
と
に

挑
ん
で
い
く
ぞ
！

坂

　口

　喜

　作

　「声
な
き
声
」
に
耳
を
傾
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　議
論
の
場
へ

宮

　後

　竜

　一

　引
き
続
き
、
た
く
さ
ん
の
縁
を
結
ぶ
。

　気
概
を
持
っ
て
挑
む
。

𠮷

　原

　
　
　光

き   

が
い
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　初
当
選
時
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
黒
毛
和
牛
の

歩
み
の
ご
と
く
、
一
歩
ず
つ
町
民
福
祉
の
向
上

に
努
力
し
ま
す
。

益

　山

　二

　郎

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
根
絶
と
町
民
各
位

の
安
寧
を
願
い
、
町
政
に
臨
む
。木

　村

　實

　馬

　「玉
石
混
交
」

　木
洩
れ
日
の
射
す
。
谷
間
に
残
る
苔
む
す
石

で
は
、
石
据
に
は
な
れ
な
い
。
精
進
す
る
。

田
布
尾

　重

　治

　私
の
信
条
で
す

　「議
会
が
変
わ
れ
ば

　町
が
変
わ
る
」

富

　永

　洋

　一

　一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
祈

る
と
と
も
に
、
町
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

恒

　吉

　智

　彦

　み
ん
な
の
思
い

　行
政
に
届
け

　住
み
よ
い
町
へ
と
頑
張
る
一
年

　フ
ァ
イ
ト
!!

柳

　
　
　一

　夫

　思
慮
分
別
を
基
に
、
複
雑
な
議
案
の
判
断
も

注
意
深
く
考
え
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

中

　原

　
　
　稔
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令和２年度
肝付町一般会計補正予算（第8号）

◆文化センター高圧外線改修工事

補正額 539万円追加

令和２年度
肝付町一般会計補正予算（第9号）

◆義務教育学校準備委員会負担金

補正額 2,030万円追加

第４回  肝付町臨時会

90万円

◆文化センター高圧受変電設備工事 1,940万円

第
４
回 

臨
時
会　

審
議
内
容
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令和２年度
肝付町一般会計補正予算（第10号）

4億6,042万円追加

◎各金額について、表示単位未満を端数処理しているため、合計が合致しない場合があります。◎各金額について、表示単位未満を端数処理しているため、合計が合致しない場合があります。

1億5,593万円

第４回  肝付町定例会

◆財政調整基金積立金

1億7,282万円◆総合支所省エネ設備導入工事及び
　監理業務委託料

令和２年度
肝付町一般会計補正予算（第11号）

243万円追加
予算総額 144億5,996万円

155万円◆義務教育学校岸良学園新設に伴う経費

1億4,322万円◆町立病院事業会計繰出金

700万円◆サツマイモ基腐病営農支援事業
　助成金

41万円◆国民宿舎管理費
  （施設のあり方検討委員会）

12
月
定
例
会　

審
議
内
容
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第4回臨時会 審議内容

表決結果 益

山

木

村

田
布
尾

恒

吉

富

永
　柳

　

中

原

有

留

前

田

坂

口

宮

後

進

藤

田

中

𠮷

原

－○

×

○－○

×

○○○○○○○

※議長（益山議員）については表決権なし

承認第3号　肝付町一般会計補正予算（第8号）専決　539万円追加
文化センター高圧外線改修工事

国家公務員の期末手当の引き下げに伴い、町長・副町長・教育長及び議会
議員に対して支給する、期末手当を改正する。
改正前 3.40月  →  改正後 3.35月

肝付町立学校の設置及び管理に関する条例の
一部改正 Q&A
問．条例改正案を審査する上で大事なことは、住民が理解しているかである。私は理解

していないと判断し、反対した。今でも間違っていないと思っている。その後、地
区住民への説明は行われたのか。

答．地域の皆さんとは協議した。

問．学校を維持することは大事だ。校歌が変わる、校章・学校名も変わる。非常に寂し
いよね、と声がある。地区住民が本当に理解しているのか。

答．全員が納得されているとは思っていない。

問．混乱の要因として、教育長不在の中で「義務教育学校」の設置のあり方に十分認識
がなかったのでは。

答．唐突感があったかもしれない。義務教育学校にすることで、急遽地域の皆さんと
PTAが中心となって議論してきた結果だと思っている。

問．新たに出された小中学校名を残す要望書の方々への対応はどうするのか。
答．真摯に受け止めている。気持ちも十分理解する。それ以上はない。

問．教育委員会を開き、行政側が問題点を把握し、住民に説明すべきであった。なぜ開
けなかったのか。

答．住民への説明が十分なされなかったことは、私どもも十分認識している。申し訳な
かった。

問．４月開校まで４ヶ月。開校に間に合うのか。
答．間に合うよう努力する。

問．校歌の作詞、校章を決めるにあたり、地元の生徒・地域の皆さんの公募はあるのか。
答．全て決定しているわけではない。決定するのは、PTA・委員の皆さんであり、その

旨を知らせる。

問．義務教育学校になり、何年維持できるか。人口ビジョンから見て、極めて危惧する。
答．何年ということにはならないが、維持できるよう地域の皆さんと一体となって取り

組む。

賛成討論（木村實馬）
　小学校２学級・中学校１学級となり、教職員数も減り、充分な教育を受けることが難
しくなるため。

議案第48号　肝付町立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正

議案第46号　肝付町長等の給与等に関する条例及び肝付町議会議員の
議員報酬等に関する条例の一部改正

可決
賛成 13名

反対 0名

人事院勧告に基づき給与等改正する。

議案第47号　肝付町職員の給与に関する条例及び肝付町一般職の任期付
職員の採用等に関する条例の一部改正

岸良小学校・中学校を、義務教育学校岸良学園に変更するもの。

可決
賛成 13名

反対 0名

承認
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 10名

反対 2名

第
４
回 

臨
時
会　

審
議
内
容
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12月定例会 審議内容

肝付町立学校の設置及び管理に関する条例の
一部改正 Q&A
問．条例改正案を審査する上で大事なことは、住民が理解しているかである。私は理解

していないと判断し、反対した。今でも間違っていないと思っている。その後、地
区住民への説明は行われたのか。

答．地域の皆さんとは協議した。

問．学校を維持することは大事だ。校歌が変わる、校章・学校名も変わる。非常に寂し
いよね、と声がある。地区住民が本当に理解しているのか。

答．全員が納得されているとは思っていない。

問．混乱の要因として、教育長不在の中で「義務教育学校」の設置のあり方に十分認識
がなかったのでは。

答．唐突感があったかもしれない。義務教育学校にすることで、急遽地域の皆さんと
PTAが中心となって議論してきた結果だと思っている。

問．新たに出された小中学校名を残す要望書の方々への対応はどうするのか。
答．真摯に受け止めている。気持ちも十分理解する。それ以上はない。

問．教育委員会を開き、行政側が問題点を把握し、住民に説明すべきであった。なぜ開
けなかったのか。

答．住民への説明が十分なされなかったことは、私どもも十分認識している。申し訳な
かった。

問．４月開校まで４ヶ月。開校に間に合うのか。
答．間に合うよう努力する。

問．校歌の作詞、校章を決めるにあたり、地元の生徒・地域の皆さんの公募はあるのか。
答．全て決定しているわけではない。決定するのは、PTA・委員の皆さんであり、その

旨を知らせる。

問．義務教育学校になり、何年維持できるか。人口ビジョンから見て、極めて危惧する。
答．何年ということにはならないが、維持できるよう地域の皆さんと一体となって取り

組む。

賛成討論（木村實馬）
　小学校２学級・中学校１学級となり、教職員数も減り、充分な教育を受けることが難
しくなるため。

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

議案第49号　肝付町一般会計補正予算（第9号）　2,030万円追加

議案第50号　肝付町国民健康保険税条例の一部改正

議案第51号　肝付町税外収入に係る督促手数料及び延滞金徴収条例等の
一部改正

議案第52号　肝付町かごしまエコファンドクレジット事業基金条例の
制定（基金積立金  17,000円）

議案第53号　鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び同組合規約の変更

令和2年度　肝付町一般会計補正予算（第10号）

文化センター高圧受変電設備工事

４億6,042万円を追加し、144億5,753万円

令和2年度　肝付町立病院事業会計補正予算（第2号）
563万円を追加し、７億475万円

肝付町が行った森林整備等により実現したCO2吸収量を「かごしまエコ
ファンド」を通じ他の事業者へ販売し、その販売代金を地球温暖化対策に
活用するために積み立てるものです。

12
月
定
例
会　

審
議
内
容
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株式会社 グッドスタッフ　 代表取締役   日野 源男（ひの　みなお）

議案第60号　肝付町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部改正

議案第61号　肝付町議会議員及び肝付町長の選挙におけるポスター掲示
場の設置に関する条例の制定

議案第62号　肝付町議会議員及び肝付町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の制定

議案第63号　公の施設の指定管理者の指定

議案第64号　令和2年度 肝付町一般会計補正予算（第11号）

委員会の閉会中の継続調査の件
◎総務・文教委員会
・公共施設の管理状況について
・公用車の管理、運用状況について
・消防行政について
・高山中学校体育館大規模改修工事について

◎産業・福祉委員会
・基腐れ病による被害状況について

◎議会広報委員会
・議会広報に関する事項

◎議会運営委員会
・本会議の会議日程等、議会の運営に関する事項

◎新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
・新型コロナウイルス感染症対策に関する調査について

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

令和2年度　肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定補正予算（第3号）
76万円を減額し、20億8,987万円

令和2年度　肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定補正予算（第2号）
40万円を追加し、２億6,918万円

令和2年度　肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定補正予算（第2号）

1,210万円を追加し、27億3,358万円

令和2年度　肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定
補正予算（第2号）

900万円を追加し、1,889万円

12
月
定
例
会　

審
議
内
容
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一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

☆YouTube 『 肝付町議会 』 第４回定例会 中日①～⑦ でご視聴できます。

富永　洋一 議員
・３年度効率的予算編成のあり方は
・温泉ドームの中間決算は

有留　智哉 議員
・不妊治療の交通・宿泊費助成を
・定額給付金を継続できないか

宮後　竜一 議員
・永野町長の四期目出馬の意向は
・地球温暖化防止対策は

柳　　一夫 議員
・分団詰所、その後の調査検討は
・温泉ドーム内食堂はどうなった

田布尾　重治 議員
・基腐病の防除方法は出来ているか
・「こないしん」を奨励する考えは

P.14

P.12

P.10

P.13

𠮷原　　光 議員
・コスモピア内之浦はどうなるのか

P.15

P.11

６人が問う

☆You Tube 第４回定例会 中日① ☆第４回定例会  中日②

☆第４回定例会  中日⑤

☆第４回定例会  中日⑦

☆第４回定例会  中日③④

☆第４回定例会  中日⑥

一
般
質
問
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町
長…
挑
戦
す
る
決
意
を
し
て
い
る

永
野
町
長
の

四
期
目
出
馬
の
意
向
は

町
長…

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
を
し
て
い
る

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
は

宮
後 

竜
一  
議
員

問
　
町
長
選
挙
に
出
馬

さ
れ
る
方
は
強
い
決
意

と
力
強
く
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
と
れ
る
方
だ

と
考
え
る
が
。

答
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

宇
宙
産
業
の
誘
致
、
子

ど
も
や
若
い
人
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
の
実
現

と
、
高
齢
者
社
会
に

あ
っ
て
も
誰
も
が
安
心

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
健
康
寿
命
の
町
づ

く
り
を
目
指
す
。

問
　
さ
ら
に
４
年
間
、

体
力
が
必
要
で
あ
る
。

体
の
調
子
は
万
全
な
の

か
。

答
　
頑
張
れ
る
自
信
と

体
力
は
持
っ
て
い
る
。

問
　
温
暖
化
防
止
対
策

を
町
民
一
人
一
人
に
ど

う
推
進
し
て
い
く
の

か
。

答
　
私
た
ち
の
生
活
に

直
接
関
係
す
る
も
の
で

あ
り
一
人
一
人
が
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
、
行

動
を
起
こ
し
て
い
く
事

が
重
要
と
な
る
。
今
後

広
報
紙
や
そ
の
他
具
体

的
な
取
組
み
等
通
じ
て

周
知
を
図
り
た
い
。

問
　
町
内
の
企
業
へ
の

推
進
は
。

答
　
事
業
者
が
自
ら
削

減
す
る
努
力
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
で
き

な
い
部
分
に
つ
い
て

は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問
　
個
人
事
業
者
も
活

用
で
き
る
の
か
。

答
　
で
き
る
。

問
　
自
治
体
と
し
て
の

取
組
み
は
。

答
　
町
で
所
管
す
る
施

設
に
お
い
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
削
減
の
た

め
、
エ
ア
コ
ン
の
適
正

な
温
度
管
理
、
昼
休
み

の
照
明
の
消
灯
な
ど
地

域
の
模
範
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
強
化
事
業
公
募

廃
止
に
伴
い
、
施
設
の

省
エ
ネ
設
備
工
事
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
設
計

委
託
料
２
，０
７
９
万

円
は
３
年
度
温
暖
化
防

止
活
動
に
ど
う
運
用
さ

れ
る
の
か
。

答
　
勘
案
し
な
が
ら
整

備
は
進
め
た
い
。
更
新

の
優
先
度
が
高
い
と
診

断
さ
れ
た
施
設
を
更
新

し
て
い
く
。

問
　
町
が
実
証
し
て
い

る
養
液
栽
培
に
係
る
経

費
は
振
興
セ
ン
タ
ー
の

事
業
費
で
計
上
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
施
設

に
係
る
経
費
は
農
業
担

い
手
確
保
対
策
費
で
支

出
さ
れ
て
い
る
。
共
に

町
の
予
算
で
あ
る
。
一

つ
に
し
た
方
が
と
何
度

も
提
案
し
て
き
た
が
。

答
　
そ
の
都
度
検
討
し

て
き
た
。

問
　
経
費
削
減
に
も
な

る
、
北
方
新
規
就
農
者

研
修
ハ
ウ
ス
を
振
興
セ

ン
タ
ー
へ
管
理
移
譲
す

れ
ば
。

答
　
そ
の
事
も
含
め
て

協
議
す
る
。

※

１ 

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

　
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
の
国
民
運
動

※

２ 

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　
人
間
の
経
済
活
動

や
生
活
な
ど
を
通
し

て
排
出
さ
れ
た
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
、
努
力

し
て
も
削
減
で
き
な

い
分
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
植
林
・
森
林

保
護
・
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
な
ど

で
埋
め
合
わ
せ
す
る

こ
と

※

３ 

カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業

　
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量

抑
制
・
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
継
続

的
に
実
施
す
る
た
め

の
補
助
事
業

新規就農者研修ハウス

養液栽培のピーマン

※

１

※

２

※

３

一
般
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町
長…
防
除
方
法
の
確
立
に
は
至
っ
て
い
な
い

基
腐
病
の
防
除
方
法
は
出
来
て
い
る
か

町
長…

Ｐ
Ｔ
と
連
携
し
奨
励
し
て
い
き
た
い

「
こ
な
い
し
ん
」
を
奨
励
す
る
考
え
は

田
布
尾 

重
治  
議
員

問
　
カ
ン
シ
ョ
基
腐
病

対
策
に
つ
い
て
、
抜
本

的
な
防
除
方
法
は
出
来

て
い
る
か
。

答
　
基
腐
病
の
発
生
か

ら
今
日
ま
で
、
国
・

県
・
町
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
で
対
策
に

取
り
組
ん
で
来
た
が
、

抜
本
的
な
防
除
方
法
の

確
立
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

問
　
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
耕
作
地
に
散
布
し
て

作
付
け
し
た
ら
効
果
が

上
が
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
町
は
意
欲
の
あ
る

農
家
を
募
集
し
、
試
験

的
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

答
　
優
良
事
例
を
構
築

し
検
証
す
る
こ
と
で
、

抜
本
的
な
防
除
対
策
へ

と
結
び
付
け
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
専
門
的
な
見
識
に

よ
り
判
断
し
て
い
き
た

い
。
打
開
策
に
繋
が
る

よ
う
な
情
報
が
あ
っ
た

ら
提
供
し
て
も
ら
う
と

有
り
難
い
。

問
　
カ
ン
シ
ョ
の
植
付

け
を
３
月
と
６
月
に
指

導
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
　
カ
ン
シ
ョ
栽
培
の

過
程
に
お
い
て
、
植
付

け
時
期
の
判
断
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
、

生
産
者
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
基
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検

証
し
、
最
適
な
植
付
け

時
期
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
　
新
種
の
こ
な
い
し

ん
は
殆
ん
ど
無
害
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
な
い
し
ん
を
今

後
奨
励
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
こ
な
い
し
ん
の

更
な
る
優
位
性
に
つ
い

て
検
証
し
、
農
家
へ
奨

励
し
て
い
き
た
い
。

※

Ｐ
Ｔ

　
大
隅
地
域
サ
ツ
マ

イ
モ
基
腐
病
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム基  腐  病

※

一
般
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休館中のコスモピア内之浦

町
長…
無
駄
を
排
除
し
た
予
算
編
成
に
努
め
る

３
年
度
効
率
的
予
算
編
成
の
あ
り
方
は

町
長…

２
千
３
４
６
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る

温
泉
ド
ー
ム
の
中
間
決
算
は

富
永 

洋
一  
議
員

問
　
財
政
効
率
化
に
向

け
た
事
業
の
見
直
し
が

必
要
。

答
　
電
子
決
裁
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
会
議
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
、

効
率
化
が
進
ん
だ
と
考

え
る
。

問
　
組
織
機
構
の
見
直

し
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
　
業
務
の
見
直
し
、

組
織
の
統
合
、
十
分
と

は
い
え
な
い
が
、
や
っ

て
き
た
つ
も
り
で
あ

る
。
こ
れ
以
上
、
厳
し

い
が
、
十
分
議
論
し
て

い
く
。

◎
町
民
所
得
、
県
本

土
で
下
位
か
ら
二
番

目
。
一
層
の
効
率
化

が
必
要

問
　
効
率
化
に
向
け
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

の
予
算
化
が
必
要
と
考

え
る
が
。

答
　
指
摘
の
部
分
は
、

十
分
理
解
し
て
い
る
。

　
職
員
と
も
共
有
し
な

が
ら
実
行
性
が
伴
う
よ

う
編
成
す
る
。

問
　
昨
年
度
、
単
年
度

収
支
が
１
億
８
千
万
の

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
財
源
の
厳
し
さ
を
全

職
員
と
協
議
す
べ
き
。

答
　
経
常
収
支
比
率

等
、
協
議
し
な
が
ら
、

無
駄
の
排
出
・
排
除
の

見
直
し
を
行
い
、
取
り

組
む
。

問
　
監
査
委
員
の
意
見

書
の
遵
守
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
　
我
々
も
見
落
し
て

い
る
。
ご
指
摘
い
た
だ

い
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
改
善
す
る
よ
う
努

力
す
る
。

◎
嵩
む
維
持
管
理

費
、
施
設
の
あ
り
方
、

十
分
な
議
論
を
！

問
　
２
千
３
０
０
万
の

赤
字
、
指
定
管
理
施
設

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け

の
マ
イ
ナ
ス
は
出
な

か
っ
た
の
で
は
。

答
　
コ
ス
モ
ピ
ア
を
含

め
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
。

問
　
コ
ロ
ナ
だ
け
の
影

響
で
は
な
い
と
考
え

る
。
指
定
管
理
者
の
解

約
に
つ
い
て
説
明
は
。

答
　
住
民
に
は
説
明
し

て
い
な
い
。
そ
の
予
定

は
な
い
。

問
　
コ
ス
モ
ピ
ア
の
休

館
に
つ
い
て
管
理
者
と

の
話
し
合
い
は
行
っ
た

の
か
。

答
　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
利

用
者
減
、
施
設
の
老
朽

化
等
行
っ
て
い
る
。

問
　
管
理
費
１
千
３
０

０
万
と
、
そ
れ
以
外
に

１
千
３
０
０
万
支
払
っ

て
い
る
中
で
休
館
を
認

め
た
の
か
。

答
　
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

問
　
指
定
管
理
制
度
の

崩
壊
で
は
な
い
か
。

答
　
管
理
制
度
そ
の
も

の
が
ど
う
か
、
私
ど
も

も
感
じ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
の
施
設
で

あ
る
。

問
　
協
定
を
結
ぶ
と

き
、
改
修
す
る
と
の
約

束
が
あ
っ
た
の
で
は
。

答
　
大
改
修
に
つ
い
て

は
謳
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
教
育
長
人
事
に
つ

い
て

②
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
委
託

料
に
つ
い
て

か
さ

一
般
質
問
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柳

　

 

一
夫  
議
員

問
　
以
前
質
問
し
た
、

川
沿
い
に
あ
る
論
地
消

防
分
団
詰
所
、
異
常
災

害
時
、
出
動
が
困
難
。

そ
の
後
の
調
査
検
討
は

ど
う
な
っ
た
。

答
　
指
摘
の
川
沿
い
に

位
置
す
る
詰
所
の
移

転
、
集
約
等
々
、
計
画

に
盛
れ
な
い
か
、
今
後

議
論
し
て
い
き
た
い
。

問
　
災
害
は
い
つ
、
何

ど
き
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
。
災
害
の
な
い

今
、
災
害
避
難
所
と
合

わ
せ
て
高
台
へ
移
転
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
私
も
分
団
の
状
況

は
十
分
理
解
は
し
て
い

る
。
関
係
者
の
方
々
と

協
議
を
し
て
、
移
転
、

集
約
の
方
向
で
規
模
と

場
所
と
を
含
め
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

温
泉
ド
ー
ム
と
や
ぶ

さ
め
館
に
つ
い
て

問
　
オ
ー
プ
ン
し
て

５
ヶ
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
大
変
な
こ
と
と
思

う
が
、
温
泉
客
の
方
々

の
中
に
食
べ
る
所
も
な

い
し
、
ど
う
な
っ
て
い

る
と
の
声
を
聞
く
。
食

堂
の
テ
ナ
ン
ト
制
を
考

え
ら
れ
て
い
た
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　
食
堂
の
テ
ナ
ン
ト

募
集
も
視
野
に
入
れ
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策

を
行
い
な
が
ら
の
営
業

で
収
入
も
見
込
め
な
い

中
で
は
厳
し
い
と
判
断

し
、
実
施
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
新
た
な
指
定

管
理
者
が
決
定
し
た

ら
、
営
業
も
開
始
す
る

こ
と
に
な
る
。

問
　
や
ぶ
さ
め
館
は
研

修
・
会
議
・
宿
泊
の
場

で
あ
る
。
正
月
前
だ
が

ど
う
し
て
も
帰
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

い
る
。
使
用
、
宿
泊
は

出
来
る
か
。

答
　
従
業
員
の
ほ
と
ん

ど
が
パ
ー
ト
勤
務
で
何

と
か
運
営
し
て
い
る
。

現
在
は
、
昼
間
の
会
議

室
や
多
目
的
ホ
ー
ル
の

み
使
用
で
対
応
。
宿
泊

に
つ
い
て
は
対
応
出
来

な
い
。

　
新
た
な
指
定
管
理
者

が
決
定
し
た
ら
温
泉
、

宿
泊
、
食
事
を
含
め
た

営
業
形
態
で
お
願
い
す

る
事
に
な
る
。

論地消防分団詰所

町
長…

管
理
者
が
決
定
し
た
ら
営
業
開
始
す
る

温
泉
ド
ー
ム
内
食
堂
は
ど
う
な
っ
た

町
長…
関
係
者
の
方
々
と
協
議
検
討
す
る

分
団
詰
所
、
そ
の
後
の
調
査
検
討
は

温泉ドームとやぶさめ館

一
般
質
問
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町
長…
調
査
し
検
討
し
て
い
き
た
い

不
妊
治
療
の
交
通
・
宿
泊
費
助
成
を

町
長…

必
要
な
施
策
と
思
っ
て
い
る

定
額
給
付
金
を
継
続
で
き
な
い
か

有
留 

智
哉  
議
員

問
　
町
の
出
生
数
と
合

計
特
殊
出
生
率
は
。

答
　
Ｒ
元
年
度
は
73

人
。
ま
た
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
Ｈ
27
年
度
1.67

人
か
ら
Ｈ
29
年
度
1.21
人

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
目
標
と
し
て
い
る

合
計
特
殊
出
生
率
が
あ

る
か
。

答
　
Ｒ
22
年
ま
で
に
2.10

人
に
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
目
標
だ
。

問
　
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
の
取
組
は
出
来
な

い
か
。

答
　
実
施
す
る
方
向

で
、
今
後
調
査
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
う
。

問
　
現
不
妊
治
療
の
現

状
は
。

答
　
国
の
事
業
の
上
乗

せ
部
分
の
助
成
。
ま

た
、
国
の
事
業
の
対
象

と
な
ら
な
い
一
般
不
妊

治
療
も
助
成
を
行
っ
て

い
る
。

問
　
不
妊
治
療
は
医
療

費
の
負
担
も
大
き
い

が
、
医
療
費
以
外
の
負

担
も
あ
る
。
治
療
が
で

き
る
県
内
指
定
医
療
機

関
は
、
本
町
か
ら
非
常

に
遠
い
。
本
県
の
離
島

な
ど
の
市
町
村
で
行
わ

れ
て
い
る
、
不
妊
治
療

に
対
す
る
交
通
・
宿
泊

費
の
助
成
を
本
町
で
も

行
え
な
い
か
。
少
し
で

も
不
妊
に
悩
む
方
の
負

担
軽
減
が
で
き
な
い

か
。

答
　
今
後
、
助
成
制
度

を
設
け
て
い
る
市
町
村

の
状
況
も
調
査
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
Ｒ
２
年
４
月
27
日
〜

Ｒ
３
年
４
月
１
日
ま
で

の
出
生
者
を
対
象
と
し

た
、
肝
付
町
単
独
の
定

額
給
付
金
10
万
円
に
つ

い
て
。
今
後
は
定
額
給

付
金
ま
た
は
出
産
祝
い

金
と
い
う
形
で
継
続
で

き
な
い
か
。

答
　
私
も
十
分
考
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
必
要
な
施
策
と
は

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

※

１ 

合
計
特
殊
出
生
率

　
人
口
統
計
上
の
指

標
で
、
一
人
の
女
性

が
出
産
可
能
と
さ
れ

る
15
歳
か
ら
49
歳
ま

で
に
産
む
子
ど
も
の

数
の
平
均
値
を
示

す
。（
人
口
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
合
計
特
殊
出
生

率
の
数
値
は
2.08
人
）

※

２ 

結
婚
新
生
活
支
援

事
業

対
象
世
帯

　
夫
婦
と
も
に
婚
姻

日
に
お
け
る
年
齢
が

34
歳
以
下
。

　
世
帯
所
得
が
340
万

円
未
満
の
新
規
に
婚

姻
し
た
世
帯
。

補
助
対
象

　
婚
姻
に
伴
う
住
宅

取
得
費
用
ま
た
は
住

宅
賃
借
費
用
、
引
っ

越
し
費
用
。
補
助
率

は
２
分
の
１
。

補
助
上
限
額

　
１
世
帯
当
た
り
30

万
円
。（
国
が
15
万
円

補
助
）

問
　
町
の
様
々
な
子
育

て
支
援
対
策
を
誰
で
も

簡
単
に
調
べ
る
す
べ
が

あ
る
か
。

答
　
常
時
掲
載
し
て
い

る
も
の
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
、
独
自
運
用

し
て
い
る
子
育
て
支
援

サ
イ
ト
「
ト
コ
ト
コ
」

が
あ
る
。

問
　
よ
り
詳
し
く
知
れ

る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
と
な
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え

る
。
そ
の
こ
と
が
、
定

住
促
進
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
。

答
　
子
育
て
世
代
の
不

安
を
払
拭
し
、
町
内
外

の
子
育
て
世
代
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
な
る
よ
う
、
今
後

も
常
に
新
し
い
情
報
が

掲
載
さ
れ
る
よ
う
努
め

た
い
。

※

１

※

２

一
般
質
問
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町
長…
検
討
委
員
会
の
結
果
に
基
づ
き
判
断

コ
ス
モ
ピ
ア
内
之
浦
は
ど
う
な
る
の
か

𠮷
原 

　光  
議
員

◎
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
は
地
域
に
必
要
な

も
の
で
は
な
い
か
？

問
　
町
が
所
有
す
る
コ

ス
モ
ピ
ア
内
之
浦
は
長

い
間
休
館
と
な
っ
て
い

る
が
、
利
用
者
で
あ
る

地
域
住
民
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

答
　
厳
し
い
経
営
状
況

や
老
朽
化
な
ど
の
要
因

に
よ
り
、
長
期
休
館
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
、
地
域
住
民
に

は
大
変
な
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

る
。

問
　
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
等
の

ロ
ケ
ッ
ト
関
係
者
や
観

光
客
の
利
用
、
地
元
住

民
の
同
窓
会
や
宴
会
、

帰
省
客
の
宿
泊
、
さ
ら

に
台
風
時
は
避
難
所
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　
再
開
を
望
む
声
は
、

地
元
に
限
ら
ず
大
き
い

と
感
じ
る
が
、
ど
う
お

考
え
か
。

答
　
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
は
、
地
域
の
観
光
、

宿
泊
、
交
流
の
重
要
な

拠
点
施
設
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
は
、
あ
り

方
検
討
委
員
会
で
よ
り

良
い
方
向
に
結
論
を
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
あ
り
方
検
討
委
員

会
か
ら
の
結
論
が
出
る

の
は
、
令
和
４
年
当
初

と
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
休
館
し

て
２
年
も
の
歳
月
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
加
速

し
た
施
設
の
再
開
は
困

難
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
答
申
が
出
る
ま
で

の
、
あ
と
１
年
半
と
い

う
期
限
を
待
た
ず
し

て
、
町
長
の
判
断
と
し

て
、
改
修
、
再
開
は
で

き
な
い
の
か
。

答
　
改
修
は
資
料
に
よ

る
と
５
億
円
か
ら
６
億

円
か
か
り
、
そ
れ
で
や

る
と
な
れ
ば
委
員
会
は

必
要
な
い
が
、
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
の
結
果

に
基
づ
い
て
判
断
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

休館中のコスモピア内之浦

一
般
質
問
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第
58
号

「傍聴者のこえ」

傍聴者の数　延べ人数  13名 （12月4日/1名　12月10日/10名　12月18日/2名）
今回はアンケートの記入はありませんでした。

◆発行　肝付町議会　　◆編集　議会広報委員会
TEL  0994-65-2511（内線1263）・0994-65-8431（直通）　FAX  0994-65-2507
肝付町ホームページでも、ご覧頂けます。　URL  http://kimotsuki-town.jp/

　
「
広
辞
苑
」
の
説
明
か
ら
「
編
集
後
記
」
を
要
約
す
る
と
、

「
編
集
者
が
編
集
内
容
に
つ
い
て
後
書
き
す
る
こ
と
」
と
理
解
し

ま
す
。

　
そ
の
立
場
か
ら
今
回
特
記
し
た
い
の
は
、
二
回
も
審
議
さ
れ
た

「
義
務
教
育
学
校 

岸
良
学
園
」
の
条
例
改
正
で
す
。

　
問
題
は
、
「
学
校
の
存
続
が
地
域
の
興
亡
を
左
右
す
る
重
大
な

問
題
で
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
や
議
会
へ
の
説
明
が
極

め
て
短
時
間
に
不
十
分
な
ま
ま
上
程
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
教
育
長
不
在
」

に
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
本
誌
の
「
Ｑ
＆
Ａ
」
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
短
期
間
で
結

論
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
こ
と
に
よ
り
、
運
営
協
議
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
が
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
今
日
ま
で
親
し
ん
で
き
た

学
校
名
を
残
し
て
ほ
し
い
気
持
ち
も
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。

　
「
義
務
教
育
学
校
制
」
は
「
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
教

育
を
振
興
す
る
」
た
め
の
重
要
な
施
策
で
す
。
今
後
、
運
営
協
議

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
住
民
と
の
十
分
な
話
し
合
い
を
基
に
、
学
校
運
営

が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

文   

責
　   

富
永
　
洋
一

編

集

後

記

議会を傍聴してみませんか

次の定例会は

3月です。
二次元コード 検索肝付町議会

　左の二次元コードをス

マートフォンなどで読み取る

と町議会のホームページに

リンクします。
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